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 1.  お問い合わせ管理／リード管理とは何か？ 
 ※リード：⾒込み顧客のこと。CVしたお問い合わせや資料ダウンロードすべてを含む。 

 BtoBマーケティングは、リードを獲得して終わりではありません。 
 獲得した  リードを、さらに有望な⾒込み顧客へと育成し、案件化する必要があります  。 
 ＜リードの種類＞ 
 ・お問い合わせ 
 ・無料トライアル 
 ・サービス資料ダウンロード 
 ・ホワイトペーパーダウンロード 
 ・メルマガ会員登録 

 例） 

 上記のように様々なリードがありますが、各リードごとに検討度の段階が異なります。 

 例えば、お問い合わせはサービスの検討者であることが多いため、できるだけ早く対応し、 
 営業担当が予算や課題感を聞き出す必要があります。 
 対してホワイトペーパーのダウンロードは、サービスの検討者ではなく、潜在的な顧客（ラ 
 イトCV）もいます。なので、ホワイトペーパーダウンロードの場合は、突然サービスのア 
 プローチをするのではなく、ナーチャリング（育成）をしていく必要があります。電話でも 
 問題ありませんが、顧客にプレッシャーを与えないよう、メールを⽤いたナーチャリングが 
 オススメです。 



 このように対応が異なる場合、どのリードをどのタイミングで追いかけるべきか  漏れなく対 
 応できるよう管理  をしていきましょう。 
 今回はferret Oneを使ったリード管理の⽅法をご説明します。 

 2.  リード管理で期待できる効果 
 明確層〜潜在層はそれぞれ接点が変わります。リード管理を⾏うことで、各リードに合わせ 
 た対応をすることができ、  案件化率向上  が期待できます。 
 また、不必要な⼿間・⼯数を削減しつつ、顧客にとってもストレスの少ない⽅法でアプロー 
 チすることが可能です。 

 もしリード管理を⾏わない場合、有望なリードかそうでないリードか⾒極めがつかず、最適 
 な割り振りができません。 

 ・NG例  



 リード管理を⾏うことで、顧客の検討段階が可視化でき、最適な接点の持ち⽅ / リソース配 
 分によって受注の最⼤化につなげることができます。 

 3.  この施策が解決できる課題 
 「どのリードにも同じ対応をしている」「お問い合わせ対応が漏れてしまう・進捗がわから 
 ない」という課題を解決できます。 

 お問い合わせ・リード管理を⾏うことで、各リードに  正しい対応を漏れなく⾏うことができ 
 ます  。 
 ・BtoBマーケティングでリード獲得をしている企業様 
 ・複数のCVポイントがある企業様 
 ・獲得したリードから案件化率に悩みを持っているご担当者様 

 ご担当者様でしたら、 
 ・マーケティング担当 
  └メールナーチャリング担当 
 ・インサイドセールスの責任者 
 などを担っている⽅にオススメです。 

 逆に以下の場合は⾏う必要はありません。 
 ・リード獲得を⽬的としていない⽅ 
 ・ferret Oneのフォームを使っていない⽅ 

 ferret One以外のフォームを埋め込んでいる場合には、ferret One以外での運⽤を整備しま 
 しょう。 
 （例） 
 ・外部のフォームを埋め込んでいる（Pardotフォームなど） 
 ・外部サイトへ遷移する設計になっている 



 4.  実施すべきタイミング 
 ・CVポイントを増やした時 
 ・リード獲得後、インサイドセールスが問い合わせ対応を⾏う場合 

 リードが漏れなく育成・対応されていることが重要となります。 
 CVポイントを増やしたときは  誰が何をするのか役割分担  を、問合せ対応を⾏う場合は  今の 
 やり⽅がもっともわかりやすくスピーディかどうか  確認をしていきましょう。 

 5.  実施（実⾏）頻度 
 ・CVポイントを増やした時 
 ・体制変更時 
 に都度、確認／設定を⾏いましょう。 

 また、マーケティングチームと営業チームが定期的に打ち合わせでコミュニケーションを 
 取っていただくのをおすすめします。ferret Oneでは⽉に1回程度定期的に⾏っていますが、 
 ⽬標とギャップが⼤きい場合や、新たな取り組み（新キャンペーン・ホワイトペーパーを開 
 始）をした場合は、都度（開始1〜2週間後）会議を⾏なっております。 

 打ち合わせの議題として、「問い合わせ管理が⾏いづらい」などの声が上がった場合、お問 
 い合わせ管理の基準や、⽅法の⾒直しが必要です。 

 ⽬的としては、 
 ・獲得したリードからの案件化／受注数の共有（営業→マーケ） 
 ・案件化した企業の特徴（どんな業界／どんなニーズが多い・反応がいいなど） 
 ・⽬標獲得リード数の進捗状況 
 を共有します。 

 マーケティングチームは「どんな訴求をすれば、受注に繋がりやすいリードを創出できる 
 か」、インサイドセールスチームは「どんな対応をすれば各リードに対し適切な対応をして 
 受注できるのか」を考えましょう。 

 6.  リード管理を設計する流れ 

 ▼⽤意するもの 
 ・ferret One管理画⾯ 
 ・テストリード（動作を検証するためテストCVを⾏います） 

 ▼想定作業時間 
 1〜2時間（１つのフォームの場合） 



 ▼実際の⼿順 

 ⾏うこと  ferret One 機能 

 ①組織体制の確認  ferret One管理画⾯ 

 ②フォームの設定確認  ferret One管理画⾯ 

 ③⾃動返信メールのカスタマイズ  ferret One管理画⾯ 

 ④フォーム送信テスト  ferret One管理画⾯ 

 ⑤ボード（カンバン⽅式）のカスタマイズ  ferret One管理画⾯ 

 ⑥対応メンバーへ周知  ferret One管理画⾯ 

 ※改善時は①〜⑥の繰り返し 

 ①組織体制の確認 
 リードの管理をする場合は、リードを創出する役割・獲得したリードを対応する役割・ク 
 ロージングする役割などチーム内で誰が⾏うのか明確にしましょう。 
 商材の単価によって最適な組織をつくる必要があります。単価が⾼ければ、営業の役割は広 
 くなりますが、単価が低ければ⼀定インサイドセールスでのクロージングができるようにメ 
 ンバーを育成して⾏きましょう。 

 ＜イメージ図＞ 



 本資料では、「フォームを管理・修正する役割」を“  マーケティングチーム  ”、「獲得した 
 リードを対応する役割」を“  インサイドセールスチーム  ”と仮定して、以下⼿順を進めます。 
 ※⼈員が不⾜している場合、兼務となるケースもあります。 

 役割分担をするからには、隣同⼠のチームで都度コミュニケーションを取ることが必要で 
 す。管理や対応⽅法について疑問・不明点・懸念がある場合は、改善についても定例会議を 
 設け、話し合えるようにしましょう。 

 ②フォームの設定確認 
 既に使っているフォームの設定を確認します。 

 ●  お問い合わせの通知先アドレスの確認 
 ●  リードソースの確認 
 ●  項⽬内容の確認 

 をしていきます。 

 ※新たにフォームを作るときは「  フォームの作り⽅① （基本設定）  」をご覧ください。 

 ②-1. ferret One管理画⾯で、サイト > ⼊⼒フォーム > ⼊⼒フォーム⼀覧を開く 

https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360035465111


 ②-2. 該当する⼊⼒フォームの右端にある「ペンマーク」をクリックし、編集画⾯へ⼊りま 
 す。 

 ②-3. まずは通知先アドレスを確認します。 



 マーケティングチームだけではなく、インサイドセールスチームが⾒えるアドレスに届くの 
 か確認しましょう。 
 フォーム送信内容は、基本受信メールで確認することができます。⾃動通知メールは、 
 Slack、チャットワークと連携することも可能です。 
 連携⽅法は、   Slack（スラック）の通知連携⽅法   と   ChatWork（チャットワーク）の通 
 知連携⽅法  をご覧ください。 

 ▼⾃動通知メール（貴社に届くメール）の⾒本 

 ②-4.「 リードソース」を確認する 
 フォームでCVする内容とリードソースがずれていないか確認しましょう。 
 「リードソース」機能は選択することでリードの分類を区分することができます。 

https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360018154632
https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360018154552
https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360018154552


 デフォルトでは「お問い合わせ」「資料請求」「ホワイトペーパー」の3つが登録されてい 
 ますが、任意の分類を追加することも可能です。設定しておくとレポートでアクセス解析を 
 するとき、CVの合計数の確認などに便利です。 

 ②-4-1. リードソースの新規で作成するには、「+リードソース定義追加」をクリックします 

 ②-4-2. フリーテキストでリードソース名を追加し、「＋追加」をクリックすることで設定 
 できます。 



 ※リードソースの削除をしたい場合は、この画⾯でゴミ箱マークをクリックすることで削除 
 が可能です。 
 ※デフォルトリードソースを削除することはできません。 

 ②-5. 「項⽬」の内容をマーケティングチームとインサイドセールスチームで相談する 



 インサイドセールスチームが対応する上で、「項⽬は多いほうが良い」という⽅がほとんど 
 でしょう。ただし項⽬が多ければ多くなるほど⼊⼒のハードルが上がりCV率は落ちるの 
 で、獲得したいCV数とのバランスを、マーケティングチームとインサイドセールスチーム 
 で相談しましょう。 

 検討度が⾼いリードかどうか判断するスピードを上げるためには、その後⼤⼈数で分析・対 
 対応するためにもフリーテキスト項⽬より選択式項⽬にするのがオススメです。 
 ferret Oneでは  「今抱えている課題」  などを項⽬でお聞きし、選択肢に応じて対応やトーク 
 スクリプトを変更しています。また、どういった顧客群からのニーズが多いのかなど、分析 
 にも使いやすくなります。 
 同じ項⽬内容でも、  設置するページのニーズに応じて⼊⼒する項⽬の順番を変える  なども効 
 果的です。 



 ③⾃動返信メールのカスタマイズ 
 フォーム内容をチーム同⼠で確認ができたら、次はフォーム送信後に届く⾃動返信メールの 
 カスタマイズを⾏います。 

 ※⾃動返信メールはそのままでも下記のようなメールがデフォルトで設定されているため、 
 カスタマイズをしなくてもご利⽤いただけます。 

 ▼フォーム⼊⼒ユーザーへの⾃動返信メールの⾒本 

 ③-1. フォームの編集画⾯（サイト > ⼊⼒フォーム > ⼊⼒フォーム⼀覧から該当フォームを 
 選んでいる状態）で「オプション設定」タブをクリックします。 
 ※編集画⾯を開くと、最初は「基本設定」タブが表⽰されています 



 ③-2. 「確認メールの送信」がONになっていることを確認する 
 ON：緑⾊のボタンマークで「使⽤中」／OFF：⽩⾊のボタンマーク「未使⽤」 となりま 
 すので、メール送信をする状態になっているのか確認しましょう。 

 ③-3. 「確認メールの編集」をONにする 
 ON：緑⾊のボタンマークで「使⽤中」／OFF：⽩⾊のボタンマーク「未使⽤」 となりま 
 す。 



 ③-4. 下にスクロールして「保存する」ボタンの右側に表⽰された「メール設定」ボタンを 
 クリックする 

 すると、メール編集画⾯に移ります。 

 ③-5. テキストメール／HTMLメールどちらで書くか決めてカスタマイズをしていきます。 



 ▼HTMLメールの作成⽅法 
 ③-5-1. メール作成画⾯内で「HTMLメールとして編集する」を押す 

 HTMLメールの編集画⾯が表⽰され、画⾯左側にページ編集機能と同様にデザインパーツが 
 表⽰されます。 

 HTMLメールで利⽤可能なパーツは以下の通りです。 
 ・リッチテキストパーツ 
 ・イメージパーツ 
 ・ボタンパーツ 
 ・シェアボタンパーツ 
 ・区切り線 

 ③-1-2.「タイトル」を⼊⼒します。 
 フォーム送信確認のメールであることがひと⽬でわかるタイトルを⼼がけましょう。 
 ＜例＞ 
 【ferret Oneへお問い合わせありがとうございます】ferret One運営事務局 
 【セミナーお申込みの御礼】ferret One運営事務局 



 ③-5-3.「本⽂」を⼊⼒します。 
 作成⽅法はページ編集と同様に各種デザインパーツをドラッグ＆ドロップすることで作成が 
 可能です。 

 「フォーム⼊⼒したユーザーが無事送信完了したかどうか安⼼できる内容」を盛り込みつ 
 つ、「送信後⼀番興味のあるユーザーへ促したい⾏動」がある場合は、  他の資料・ホワイト 
 ペーパーのダウンロードを促すボタン・バナーを⼊れたり、他セミナーの案内ページへのリ 
 ンクを貼る  のも効果的です。 



 （作成例） 



 ③-5-4.メール本⽂内に「置換⽂字」を挿⼊します。 

 置換⽂字を挿⼊することで、リストに保存されている「会社名」「担当者⽒名」などを送付 
 先ごとに指定することが可能となるため、よりメールが個⼈向けに送られているような、 
 パーソナライズされた印象を与えられます。 
 本⽂右側のモーダル画⾯で「置換⽂字」を設定可能ですので、画像を参考にメール本⽂を作 
 成してみましょう。 

 詳細については  メールマーケティング／新規メール 置換⽂字の項⽬⼀覧・作成例  をご覧く 
 ださい。 

 ③-5-5.本⽂のタブより「マルチパート」をクリックし、マルチパート設定を⾏います。 

 マルチパートとは、「端末や環境により、HTMLメールが受け取れない⽅⽤に代わりに送信 
 するテキストメール」のことです。 
 到達率を⾼め、相⼿にメールが届かないリスクを回避するために、必ず設定しておきましょ 
 う。詳細は  HTMLメールの作成⽅法  をご覧ください。 

 「③-5-3.本⽂の挿⼊」「③-5-4.置換⽂字の挿⼊」  を参考に、テキストメールを作成しま 
 しょう。 

https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360017446812-%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%B1%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0-%E6%96%B0%E8%A6%8F%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%AB-%E7%BD%AE%E6%8F%9B%E6%96%87%E5%AD%97%E3%81%AE%E9%A0%85%E7%9B%AE%E4%B8%80%E8%A6%A7-%E4%BD%9C%E6%88%90%E4%BE%8B
https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360035563852-HTML%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%81%AE%E4%BD%9C%E6%88%90%E6%96%B9%E6%B3%95


 ※作成例のマルチパート部分です 

 ③-5-6. HTMLメール、マルチパートメールの作成が完了したら、右上の「プレビュー」を押 
 して、内容を確認します。 



 ③-5-7. 問題なければ、「保存してもどる」をクリックすると、⾃動で3秒後タブが閉じられ 
 ます。 

 以上でHTMLメール・マルチパートメールの作成は完了です。 

 ▼テキストメールの作成⽅法 

 ③-6-1. 「テキストメールとして編集する」を押します。 

 ③-6-2. 「タイトル」を⼊⼒します。 
 フォーム送信確認のメールであることがひと⽬でわかるタイトルを⼼がけましょう。 
 ＜例＞ 
 【ferret Oneへお問い合わせありがとうございます】ferret One運営事務局 
 【セミナーお申込みの御礼】ferret One運営事務局 



 ③-6-3. 「本⽂」を⼊⼒します。 
 作成⽅法はページ編集と同様に各種デザインパーツをドラッグ＆ドロップすることで作成が 
 可能です。 

 「フォーム⼊⼒したユーザーが無事送信完了したかどうか安⼼できる内容」を盛り込みつ 
 つ、「送信後⼀番興味のあるユーザーへ促したい⾏動」がある場合は、  他の資料・ホワイト 
 ペーパーのダウンロードを促すボタン・バナーを⼊れたり、他セミナーの案内ページへのリ 
 ンクを貼る  のも効果的です。 

 ③-6-4.メール本⽂内に「置換⽂字」を挿⼊します。 

 置換⽂字を挿⼊することで、リストに保存されている「会社名」「担当者⽒名」などを送付 
 先ごとに指定することが可能となるため、よりメールが個⼈向けに送られているような、 
 パーソナライズされた印象を与えられます。 



 本⽂右側のモーダル画⾯で「置換⽂字」を設定可能ですので、画像を参考にメール本⽂を作 
 成してみましょう。 

 詳細については  メールマーケティング／新規メール 置換⽂字の項⽬⼀覧・作成例  をご覧く 
 ださい。 

 ⑤-2-7. テキストメールの作成が完了したら、右上の「プレビュー」をクリックします。 
 プレビュー画⾯が現れるため、内容を確認ます。 

 ③-6-7. 問題なければ、「保存してもどる」をクリックすると、⾃動で3秒後タブが閉じられ 
 ます。 

 以上でテキストメールの作成は完了です。 

https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360017446812-%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%B1%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0-%E6%96%B0%E8%A6%8F%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%AB-%E7%BD%AE%E6%8F%9B%E6%96%87%E5%AD%97%E3%81%AE%E9%A0%85%E7%9B%AE%E4%B8%80%E8%A6%A7-%E4%BD%9C%E6%88%90%E4%BE%8B


 ④フォーム送信テスト 
 フォーム設定が完了しましたので、テストをします。 

 ・フォーム送信が無事にできるかどうか 
 ・フォーム後、⾃動返信メールが届くかどうか 
 ・届いたメールはカスタマイズされた⽂⾯かどうか（メール内リンクに間違いが無いか） 
 ・⾃動通知メールが設定したアドレスに届くかどうか 
 ・⾃動通知メールが連携しているSlackやチャットワークに流れてきたかどうか 

 上記を中⼼に確認しましょう。 
 ④-1. フォームを埋め込んだ公開ページにアクセスします。 

 ④-2. フォーム内容を⼊⼒し、送信します。 



 ④-3. 通知先メールアドレスに、⼊⼒したフォーム内容が届いているか確認します。 

 ④-4. また、Slackやチャットワークなどを連携している場合は、⼊⼒したフォーム内容が届 
 いているか確認します。 



 ④-5. メール・チャットツールにお問い合わせが届いていることを確認したら、ferret One管 
 理画⾯に戻り、リード > お問い合わせ をクリックします。 



 ④-6. 右上の「ボード表⽰」をクリックし、お問い合わせを指定したカンバンへ振り分けま 
 す。 

 ※上記の流れをできれば担当のチームのメンバーを巻き込んでテストをすることをおすすめ 
 します。 
 例：④-3.まではマーケティングチーム、④-4.から④-6. まではインサイドセールスチームが 
 確認する 

 上記の流れと確認する担当者・内容に問題がなければ、テストは完了です。 

 ⑤ボード（カンバン⽅式）のカスタマイズ 

 ボード表⽰では、お問い合わせをカンバンボード内で⾏き来させることができます。 
 デフォルトでは「未対応」「対応中」「対応完了」の3つのカンバンを⽤意しております 
 が、カスタマイズで増やすことができます。 

 ⼿順④でカンバンを移動しましたが、対応中以外に移動したいことも多いかと思いますの 
 で、下記を参考にカスタマイズをしてみてください。 

 ※デフォルトのカンバンは削除することができません。 



 ⑤-1. ferret One管理画⾯で、リード > お問い合わせ をクリックします。 

 ⑤-2. 右上の「ボード表⽰」をクリックします。 



 ⑤-3. 右端の「ステータス追加」をクリックします。 

 ⑤-4. ステータス編集のモーダルが出てくるので、「ステータス名」「説明」を⼊⼒しま 
 す。 

 ⑤-5.「保存する」をクリックします 

 ⑤-6. すると、⼀番右側にカンバン（ステータス）が1つ追加されています。 



 ⑤-7. カンバンの順番を変えたい場合は、カンバン名のところをドラッグ＆ドロップすると 
 変更可能です。 

 ⑤-8. カンバンを編集・削除したいときは右上の「ステータスを管理する」をクリックしま 
 す。 



 ⑤-9. ステータス⼀覧が表⽰されます。名前の上にマウスオンすると、右側に「…」が出て 
 くるので、クリックします。 

 ⑤-10. 編集と削除を選ぶことができます。 

 ※【未対応】【対応中】【対応完了】ステータスは、デフォルトステータスのため編集・削 
 除することはできません。 
 ※1件以上のお問い合わせと関連付けられているステータスを削除することはできません。 
 他のステータスに変更してから削除してください。 



 ＜カンバンカスタマイズ例＞ 
 ・担当営業名で分ける 
 ・アポ・案件化・受注で分ける 
 ・商談後（案件化後でもOK）、検討期間によって分ける（1週間以内、1~2週間以内、2週 
 間~1ヶ⽉以内） 
 ・失注後、リサイクルができるか否かで分ける 
 ・セミナー申し込みリードは別で分ける 

 上記のような分け⽅をすると、営業担当者がひと⽬で今後追うべきリードがわかるようにな 
 りますし、チーム責任者が⾒ても今の商談状況がひと⽬でわかります。 

 ⑥対応メンバーへ周知 
 テストとカンバンのカスタマイズが完了したら、対応担当メンバーへ周知を⾏います。 

 問題がある場合は今あるカンバンと問合せ通知先アドレスを変更・カスタマイズすることで 
 より良い管理⽅法を⾒つけていきましょう。 

 7.  実際の対応イメージ 

 ■営業チームがferret One管理画⾯で操作できる場合の事例 
 営業チーム（インサイドセールスチーム）がferret Oneにログインできる場合は、 
 カンバン管理はもちろんですが、  ⾏動履歴のチェック  も⾏いましょう。 
 お問い合わせしてくれたユーザーは⼀体何に興味を持っているのか、⾏動履歴を⾒ることで 
 細かく把握し、トークや提案内容に活かすことができます。 

 フォーム作成・項⽬設定・通知先連携ツール設定  
 →マーケティングチーム 

 リード通知後の確認（内容・⾏動履歴）・対応・お問い合わせ管理画⾯にてカンバン分け・ 
 移動 
 →インサイドチーム 

 ■営業チームが通知先から問い合わせが確認できるだけの場合 
 お問い合わせ管理は、営業対応しているか否かでわけるのがシンプルでわかりやすいです。 

 フォーム作成・項⽬設定・通知先連携ツール設定・重複チェック・カンバン分け・移動 
 →マーケティングチーム 

 リード通知後チャットツール or メールで確認・対応 
 →インサイドチーム 



 ■外部連携ツールを利⽤している場合 
 Salesforce、Pardotなど外部連携をしている場合、ferret Oneのお問い合わせ管理画⾯を確 
 認せずに対応することが多いと思います。その場合は無理して使う必要はなく、お問い合わ 
 せの分け⽅の例を参考にして⾒てください。 

 8.  よくあるご質問 

 Q. お問い合わせの通知はメールのみですか？ 
 通知はメールに基本届きますが、Slackやチャットワークと連携し、確認することができま 
 す。連携⽅法は、   Slack（スラック）の通知連携⽅法   と   ChatWork（チャットワーク） 
 の通知連携⽅法  をご覧ください。 

 Q. デフォルトであるステータス（カンバン）以外に追加すべきステー 
 タスはありますか？ 
 カンバンはカスタマイズすることができます。カスタマイズ⽅法は上記の  ⼿順⑤に、＜カン 
 バンカスタマイズ例＞  と合わせて記載しています。 

 Q. 複数のお問い合わせフォームをそれぞれ分けて管理できますか？ 
 複数のお問い合わせフォームをご利⽤いただいていても、リード > お問い合わせ画⾯にて 
 該当フォームを絞り込むことができます。 

 そうすることで、該当キャプチャだけのカンバン・ステータス情報を確認することができま 
 す。 
 ※どのフォームからのお問い合わせも、⼀番はじめは「未対応」に⼊ってきます。 

https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360018154632
https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360018154552
https://ferretone.zendesk.com/hc/ja/articles/360018154552


 Q. ferret Oneではどんな体制でリード管理・対応していますか？ 

 ferret Oneでは、下記の図を元にリード対応をしています。 

 お問い合わせが来たら、Slackでマーケチームとインサイドチームどちらのチームも同チャ 
 ンネル内で確認し、素早く気づいたインサイドチームの担当が素早く顧客対応します。 
 フォームによって優先度が異なることをチーム内で共有しているので、お問い合わせの時と 
 ホワイトペーパーのときでは動きが異なります。 

 また、インサイドチームもferret One管理画⾯を確認できますが、商談で忙しいことも多い 
 ためマーケチームから⾏動履歴を確認し、インサイドチームへ情報共有を⾏うこともありま 
 す。 

 （例） 
 ferret Oneマーケ担当者がSlackに来た通知にスレッド返信で、 
 ・半年くらいferret記事⾊々⾒ており 
 ・fOへの接触⾃体は今回が初めて 
 ・事例記事をいくつか⾒たり、料⾦ページも⾒ている 
 などの情報を追加でインサイドチームへ共有しております。 



 9.  ferret Oneサポートのご案内 

 運⽤⽀援サポート  ：貴社の状況に合わせてサイトの運⽤⽀援、施策のアドバ 
 イスを⾏います。必要に応じてお打ち合わせが可能です。 

 テクニカルサポート   TEL：03-6868-8244／Mail：管理画⾯右下より 
 受付時間：平⽇（⽉〜⾦）午前10時〜午後5時 

 ヘルプページ  ：  https://ferretone.zendesk.com/hc/ja 

 操作レクチャー  ：  https://fo-keiyaku.hmup.jp/contact_lecture 
     予約制です。Web会議もしくはお電話にて画⾯を⾒ながらレクチャー 
    
     もくもく会  ：  https://fo-keiyaku.hmup.jp/mokumoku-event 
     サポートが近くにいる状態で作業ができる場を提供。（オンライン有） 

       ■ ご請求内容の確認／ユーザー追加・変更はこちら 
 https://fo-keiyaku.hmup.jp/contact_option 

https://ferretone.zendesk.com/hc/ja
https://fo-keiyaku.hmup.jp/contact_lecture
https://fo-keiyaku.hmup.jp/mokumoku-event
https://fo-keiyaku.hmup.jp/contact_option


 以上 

https://fo-keiyaku.hmup.jp/contact_option

